




�º�y�y �Ê�y�y�y	¶�y�y �x
: �º�y�y �Ê�y�y�y	¶�y�y �x
: �º�y�y �Ê�y�y�y	¶�y�y �x
:

�
 �á�¯�@
Ç �Ø�ç�Ä ���y�y�y �
���y �¦� �ç�³�”�ç �
�y�y�y �����y �¦� �ç�Ó�å�¬ �¢�« �	�£ �
�y
���y �Ì�É �2�Ú�y�y�y ���y�y �
���y �H�
 �ª�à�¢ �È�A�à�£ �
�y�y�y �����y �¦� �ç�Ó�å�¬ �¢�U �	�z 
	�	 � £ � ��y
���y �Ò�è�”�©�Þ�”�» �
�y�y�y �
���y �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ �
�y�y �����y �«�	�± �³�”�ç �


���y �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ �
�y�y�y �
���y ���2�Ú�y�y�y�y�y�y �
�y�y�y ���� �U�	�± �³�”�ç �

���y �á�¯�@
Ç �Ø�ç�Ä ���y�y�y �
���y �Ô
Ç�Æ�¿�Ä �
�y�y�y ���
�y 
	�	�± �³�”�ç �

���y �Ì�É �2�Ú�y�y�y�y�y ���y�y�y �
�� �Â�Ð�ï �
�y�y �����y �ª�à�­�”�µ�§�Ì�” �
�y

���y �ë� �à�Å�å�Ü �
�y�y�y �����y �H�� �z�� �ª�à �
�y�y�y �����y �¦� �ç�è�µ�Ý�»�ç ��
���y �¦� �ç�³�”�ç �
�y�y�y ���
�y �H�� �z�� �ª�à �
�y �����y �|	–�É � ´ � �
���y �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ ���y�y�y �����y �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ �
�y�y�y �����y �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ �


�
���y �Å�å�Ü�­�”�µ �
�y�y�y �����y �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ �
�y�y �����y �µ�Ä�¿�Ó�æ�ï�¬ �

�
�
�y �×� �µ�Ä �Ï
X�y�y�y�y�y�y �
�y�y�y �����y �H�� �z�� �ª�à �
�y�y�y �����y �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ ��
�
���y �á�¯�@
Ç �Ø�ç�Ä ���y�y�y �����y �H�� �z�� �æ�Ð�”�Ä�ª�à �
�y�y�y �����y �á�¯�@
Ç �Ø�ç�Ä ��

�
���y �Ì�É �2�Ú�y�y�y�y�y�y�y�y ���y�y�y �����y �ª�à�­�”�µ �
�y�y

�µ � �� � �µ

�è	Í
÷�”�y�! �������)�~� �™�! �������)�~� 

�º�y�y �Ê�y�y�y	¶�y�y �x
: �º�y�y �Ê�y�y�y	¶�y�y �x
: �º�y�y �Ê�y�y�y	¶�y�y �x
:

�
 �Ò�è�”�©�Þ�”�» �
�y �����y �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ �
 �����y�y	��  �§�Ì�” �

�� �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ �
�y ���
 �ª�à�­�”�µ �¢�H �� �ª �à�£ �
�y �����y�y �Ø�ç�Ä ��
�� �þ�2�Ú�y�y�y�y�y�y�y �
�y ���� �¦� �ç�³�”�ç �
�y ���
�y�y �Ì�É �2�Ú�y�y�y�y�y�y�y�y ���y

�� �Ø�ç�Ä ���y ���� �µ�å�µ�Ä�§�å�” �
�y �����y�y �¤�ï�Å�Ò�å�­�¿�Ä �

� � � Ì�É�2�Ú�y�y�y�y�y�y�y ���y ���� �µ�Ä�¿�Ó�æ�ï�¬ �
�y �����y�y �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ �

�� �Þ�”�»�”�Ñ�å�ï�́ �
�y ���� �ë� �à�Å�å�Ü �
�y �����y�y �Ø�ç�Ä ��

�� �¦� �ç�Ó�å�¬ �¢�« �	�£ �
�y ���� �á�¯�@
Ç �Ø�ç�Ä ���y �����y�y �Ì�É �2�Ú�y�y�y�y�y�y�y�y ��
�� �¦� �ç�Ó�å�¬ �¢�U �	�z 
	�	�£ ���y ���� �Ì�É �2�Ú�y�y�y�y�y�y�y ���y �����y�y �¤�̄ �å� �²�³�”�Ò�Ñ�è�”�Ü�³�ß�Ñ�Ä �

�� �«�	�± �³�”�ç �
�y ���� �¦� �ç�Ó�å�¬ �
�y �����y�y �©�”�Ó�è�”�Ä ��

�
�� �U�	�± �³�”�ç �
�y ���� �é�”�å�”�Õ�ž�æ�ï�¬ �
�y �����y�y �Ø�ç�Ä ��
�
�
 
	�	�± �³�”�ç �
�y ���� �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ �
�y �����y�y �Ì�É �2�Ú�y�y�y�y�y�y�y ��
�
�� �¦� �ç�³�”�ç �
�y ���
 �H�� �ª�à ���y �����y�y �¤�̄ �å� �²�³�”�Ò�Ñ�è�”�Ü �


�
�� �á�¯�@
Ç �Ø�ç�Ä ���y ���� �µ�Ä�¿�Ó�æ�ï�¬ ���y ���
�y�y �¤�̄ �å� �²�³�”�Ò �

�
�� �H�
 �ª�à �
�y ���� �é�”�å�”�Õ�ž�æ�ï�¬ �
���y �����y�y �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ ��
�
�� �á�¯�@
Ç �Ø�ç�Ä �
�y ���� �H�� �ª�à�Ð�ï ���y �����y�y �µ�Ä�¿�Ó�æ�ï�¬ �


�
���y �H�� �z�� �ª�à ���y ���� �Å�å�Ü�­�”�µ �
�y �����y�y �¤�̄ �å� �²�³�”�Ò�Ð�ï �

�
�� �Ø�”�ç�Õ�ž�æ�ï�¬ ���y ���� �á�¯�@
Ç �Ø�ç�Ä ���y �����y�y �©�”�Ó�è�”�Ä �

�
�� �é�”�å�”�Õ�ž�æ�ï�¬ ���y ���� �Æ�¿�Ä ���y ���� �á�¯ �Ø�ç�Ä ��

�
�� �H���z ���ª � à � 
� y � ��� �Ì�É �2�Ú�y�y�y�y�y�y�y ���y �� ���y �Ì�É �2�Ú�y�y�y�y�y�y�y ��

�µ � �� � �µ

�è	Í
÷�”�y�������% �¢�� �£



№　　名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　個数 №　　 名　　　称　　個数

１ ブレーキモータ ２ ２１ ギヤケース（第7ギヤ） ２ ４１ グリースニップル ４
２ ボールベアリング ２ ２２ ボルト １６ ４２ スピードチェンジレバー １　
３ 波座金 ２ ２３ バネ座金 １６ ４３ シャフト １

４ ボルト １６ ２４ オイルシール ２ ４４ 六角穴付止メネジ １
５ バネ座金 １６ ２５ スラストカラー ２ ４５ ボルト １
６ モータフランジ ２ ２６ ストップリング ２ ４６ ナット １

７ オイルプラグ（注油） ２ ２７ ワイヤドラム １ ４７ ボルト １　
８ オイルプラグ（検油、排油） ４ ２８ 六角穴付ボルト ２ ４８ ナット ２　
９ 注油口シール ２ ２９ バネ座金 ２ ４９ 平座金 ２

１０ 検油口シール ２ ３０ オイルプラグ ２ ５０ バネ １　
１１ 排油口シール ２ ３１ ボールベアリング ２ ５１ バネ支エ １　
１２ オイルシール ２ ３２ ボールベアリング ２ ５２ エコライザシーブ １

１３ 六角穴付ボルト １６ ３３ 第６ギヤ ６ ５３ ボールベアリング ２　
１４ 第一ギヤ ２ ３４ ボールベアリング １８ ５４ ストップリング １　
１５ 六角穴付ボルト ２ ３５ ボールベアリング １２ ５５ エコライザシーブピン １

１６ 第２、３ギヤ ４ ３６ 第６ギヤピン ６ ５６ エコライザシーブフレーム １　
１７ ローラーベアリング ４ ３７ ドラムケース １ ５７ グリースニップル １　
１８ ローラーベアリング ４ ３８ ボルト ４ ５８ キープレート １

１９ 第４、５ギヤ ２ ３９ ナット ４ ５９ ボルト ２
２０ ボールベアリング ２ ４０ バネ座金 ４ ６０ バネ座金 ２

－63－

巻上装置　ＥＤ２０Ｄ



№　　名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　個数 №　　 名　　　称　　個数

１ ブレーキモータ ２ ２１ ギヤケース（第7ギヤ） ２ ４１ グリースニップル ４
２ ボールベアリング ２ ２２ ボルト １６ ４２ スピードチェンジレバー １　
３ 波座金 ２ ２３ バネ座金 １６ ４３ シャフト １

４ ボルト １６ ２４ オイルシール ２ ４４ 六角穴付止メネジ １
５ バネ座金 １６ ２５ スラストカラー ２ ４５ ボルト １
６ モータフランジ ２ ２６ ストップリング ２ ４６ ナット １

７ オイルプラグ（注油） ２ ２７ ワイヤドラム １ ４７ ボルト １　
８ オイルプラグ（検油、排油） ４ ２８ 六角穴付ボルト ２ ４８ ナット ２　
９ 注油口シール ２ ２９ バネ座金 ２ ４９ 平座金 ２

１０ 検油口シール ２ ３０ オイルプラグ ２ ５０ バネ １　
１１ 排油口シール ２ ３１ ボールベアリング ２ ５１ バネ支エ １　
１２ オイルシール ２ ３２ ボールベアリング ２ ５２ エコライザシーブ １

１３ 六角穴付ボルト １６ ３３ 第６ギヤ ６ ５３ ボールベアリング ２　
１４ 第一ギヤ ２ ３４ ボールベアリング １８ ５４ ストップリング １　
１５ 六角穴付ボルト ２ ３５ ボールベアリング １２ ５５ エコライザシーブピン １

１６ 第２、３ギヤ ４ ３６ 第６ギヤピン ６ ５６ エコライザシーブフレーム １　
１７ ローラーベアリング ４ ３７ ドラムケース １ ５７ グリースニップル １　
１８ ローラーベアリング ４ ３８ ボルト ４ ５８ キープレート １

１９ 第４、５ギヤ ２ ３９ ナット ４ ５９ ボルト ２
２０ ボールベアリング ２ ４０ バネ座金 ４ ６０ バネ座金 ２

－63－

巻上装置　ＥＤ２０Ｄ

－64－

７－３ 横行・走行部分

（1）横行車輪

横行装置には、クレーンガーダにぶら下がって横行する懸垂形、およびクレーンガーダの上を横行する軌条形とがあります。
車輪の軸受部には全て転がり軸受を使用しております。
下図および下表に車輪の使用限度を示します。ただし、目視により「き裂、著しい変形、著しい摩耗又は損傷」が発生して
いる場合は、交換をしてください。

（2）走行車輪

走行装置には、走行レールにぶら下がって走行する懸垂形、および走行ランウェイの上を走行する軌条形とがあります。
車輪の軸受部には全て転がり軸受を使用しております。
下図および下表に車輪の使用限度を示します。ただし、目視により「き裂、著しい変形、著しい摩耗又は損傷」が発生して
いる場合は、交換をしてください。
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（１－１）懸垂車輪（ホイスト横行用） （単位：mm） （１－２）軌条車輪（ホイスト横行用） （単位：mm）

ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪
ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪
ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪
ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪
ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪
ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪

25
12
33
16
40
23
45
23
48
12
48
12

φ171

φ240

φ308

φ379

φ388

φ485

D
許容径

車輪名称
t 1

許容厚
t 2

許容厚

φ180
 
φ250

φ320

φ390

φ400

φ500

12

17
16

23

23

12

12

ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪
ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪
ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪
ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪
ギ ヤ 車 輪
プレーン車輪

φ80

φ105

φ106

φ137

φ143

15

23

20

20

20

D M
許容径測定位置

車輪名称
D

許容径
t

許容厚

φ90

φ110

φ115

φ144

φ150

14
8
15
8
16
7
21
11
21
11

（１－１）懸垂車輪（クレーン走行用） （単位：mm） （１－２）軌条車輪（クレーン走行用） （単位：mm）

※１　車輪を交換する場合は、できるだけ全数を一斉に交換して下さい。

※２　車輪のフランジが著しく摩耗したときは、同時に横行レールの点検、
　　　トロリスパンの測定などを行い、必要があれば修正すること。 
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№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ホイストハンガー ２　　　　　　 ９　 スナップピン ４
２　 ディスタンスカラー ８ １０　 プレーン側車輪　　　　　　 ２
３　 平座金　　　　　　　　　　　　 ４ １１　 ボールベアリング ８

４　 バネ座金　　　　　　　　　　　　 ４ １２　 ストップリング ４
５　 ナット ４ １３　 ギヤ側側板　　　　　　　 １
６　 プレーン側側板　　　　　　　 １ １４　 バネ座金　　　　　　　　 ３

７　 サイドローラー ４ １５ ユルミ止メ付ナット ３
８　 ピン ４ １６　 ギヤ側車輪　　　　　　　　 ２

－65－

横行装置　ＮＨ500～2.8Ｋ



№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ホイストハンガー ２　　　　　　 ９　 スナップピン ４
２　 ディスタンスカラー ８ １０　 プレーン側車輪　　　　　　 ２
３　 平座金　　　　　　　　　　　　 ４ １１　 ボールベアリング ８

４　 バネ座金　　　　　　　　　　　　 ４ １２　 ストップリング ４
５　 ナット ４ １３　 ギヤ側側板　　　　　　　 １
６　 プレーン側側板　　　　　　　 １ １４　 バネ座金　　　　　　　　 ３

７　 サイドローラー ４ １５ ユルミ止メ付ナット ３
８　 ピン ４ １６　 ギヤ側車輪　　　　　　　　 ２

－65－

横行装置　ＮＨ500～2.8Ｋ

№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ホイストハンガー ２　　　　　 １５　 ギヤ側車輪　　　　　　　　 ２
２　 ディスタンスカラー １２ １６　 反力ローラー ２
３　 バネ座金　　　　　　　　　　 ４ １７　 反力ローラー軸　　　　　　 ２

４　 ナット ４　　　　　 １８　 平座金　　　　　　　　　 ２
５　 プレーン側側板　　　　　　　 １　　　　　 １９　 ストップリング ２
６　 サイドローラー ４ ２０　 平座金　　　　　　　　　　 ２

７　 ピン ４　　　　　　 ２１　 バネ座金　　　　　　　　 ２
８　 スナップピン ４　　　　　 ２２　 ナット ２
９　 プレーン側車輪　　　　　　　　 ２　　　　　 ２３　 フレーム吊りボルト １

１０　 ボールベアリング ８　　　　　 ２４　 ディスタンスカラー ６
１１　 ストップリング ４ ２５　 バネ座金　　　　　　　　 ２
１２　 ギヤ側側板　　　　　　　　　　　 １ ２６　 ナット ２

１３　 バネ座金　　　　　　　　　　　 ４ ２７　 ボルト ２
１４　 ユルミ止メ付ナット ４

－66－

横行装置　Ｌ1.0Ｔ～2.8Ｔ



№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１ ホイストハンガー ４ ９　 スナップピン ８
２　 ディスタンスカラー １６ １０　 プレーン側車輪　　　　　 ６
３　 平座金　　　　　　　　　　　　 ８　　　　　　 １１　 ボールベアリング １６

４　 バネ座金　　　　　　　　　　　 ８ １２ ストップリング ８
５　 ナット ８　　　　　 １３　 ギヤ側側板　　　　　　　 １
６　 プレーン側側板　　　　　　　　 ３　　　　　　 １４　 バネ座金　　　　　　　 ４

７　 サイドローラー ８ １５　 ユルミ止メ付ナット ４
８　 ピン ８ １６　 ギヤ側車輪　　　　　 ２

－67－

横行装置　５Ｐ（Ｈ）－Ｓ・５ＰＨ－Ｇ



№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１ ホイストハンガー ４ ９　 スナップピン ８
２　 ディスタンスカラー １６ １０　 プレーン側車輪　　　　　 ６
３　 平座金　　　　　　　　　　　　 ８　　　　　　 １１　 ボールベアリング １６

４　 バネ座金　　　　　　　　　　　 ８ １２ ストップリング ８
５　 ナット ８　　　　　 １３　 ギヤ側側板　　　　　　　 １
６　 プレーン側側板　　　　　　　　 ３　　　　　　 １４　 バネ座金　　　　　　　 ４

７　 サイドローラー ８ １５　 ユルミ止メ付ナット ４
８　 ピン ８ １６　 ギヤ側車輪　　　　　 ２

－67－

横行装置　５Ｐ（Ｈ）－Ｓ・５ＰＨ－Ｇ

№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ストップリング ４　　　　　　 １１ ギヤ側シャフト １
２　 ディスタンスカラー ４　　　　　　 １２　 プレーン側車輪　　　　　　 １
３　 ギヤ車輪　　　　　　　　　　　 １ １３　 ストップリング ２

４　 ボールベアリング ４ １４　 ボールベアリング ４
５　 ロアパイプサポーターＡ　　　　 ２　　　　　　 １５　 ベアリングディスタンス ２
６　 ボルト ８　　　　　　 １６　 プレーン車輪　　　　　　　 ２

７　 バネ座金　　　　　　　　　　 １６ １７　 スラストカラー ２
８　 ボルト ８ １８　 ロアパイプサポーターＢ　　　２
９　 ナット ８ １９　 プレーン側パイプ １

１０　 ギヤ側パイプ １ ２０　 プレーン側シャフト １

－68－

横行装置　ＥＤ2.8（Ｈ）－Ｇ



№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ストップリング ４　　　　　　 ８　 カラー ２
２　 プレーン車輪　 １　　　　　 ９　 ストップリング ２
３　 カラーＢ　　　　　　　　　　 １ １０　 ボールベアリング ４

４　 ボールベアリング ２　　　　　　 １１　 プレーン側車輪　　　　　　 ２
５　 ギヤ側シャフト １ １２　 ディスタンスカラー ２
６　 カラーＡ　　　　　　　　　 １ １３　 ボールベアリング ２

７　 ギヤ車輪　　　　　　　　　　　　 １ １４　 プレーン側シャフト １

－69－

横行装置　ＥＤ10（Ｈ）－Ｇ・10Ｐ（Ｈ）－Ｇ



№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ストップリング ４　　　　　　 ８　 カラー ２
２　 プレーン車輪　 １　　　　　 ９　 ストップリング ２
３　 カラーＢ　　　　　　　　　　 １ １０　 ボールベアリング ４

４　 ボールベアリング ２　　　　　　 １１　 プレーン側車輪　　　　　　 ２
５　 ギヤ側シャフト １ １２　 ディスタンスカラー ２
６　 カラーＡ　　　　　　　　　 １ １３　 ボールベアリング ２

７　 ギヤ車輪　　　　　　　　　　　　 １ １４　 プレーン側シャフト １

－69－

横行装置　ＥＤ10（Ｈ）－Ｇ・10Ｐ（Ｈ）－Ｇ

№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１ ギヤ側車輪　　　　　　　　　　 ４　　　　　　 ８　　バネ座金　　　　　　　　　 ８
２　 ローラーベラリング ８　　　　　　　 ９　　カウンターシャフト ２
３　 スラストカラー ８ １０　 フランジユニット ４

４　 シャフト ４ １１　 ボルト １６
５　 グリースニップル ４ １２　 バネ座金　　　　　　　　 １６
６　 キープレート ４ １３　 ピニオン ４

７　 ボルト ８ １４　 ストップリング ４

－70－

横行装置　ＥＤ１５Ｐ（Ｈ）



№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ギヤ側車輪　　　　　　　　　　　 ４　　　　　　　 ９ ボルト ８
２　 ローラーベアリング ８　　　　　　 １０　 バネ座金　　　　　　　　　 ８
３　 ストップリング ８　　　　　　 １１　 カウンターシャフト ２

４　 ベアリングディスタンス ４　　　　　　 １２　　フランジユニット ４
５　 スラストカラー ８　　　　　　 １３　　ボルト １６
６　 シャフト ４　　　　　　 １４　　バネ座金　　　　　　　　１６

７　 グリースニップル ４　　　　　　 １５　　ピニオン ４
８　 キープレート ４　　　　　　 １６　　ストップリング ４

－71－

横行装置　ＥＤ20Ｄ（Ｈ）



№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ギヤ側車輪　　　　　　　　　　　 ４　　　　　　　 ９ ボルト ８
２　 ローラーベアリング ８　　　　　　 １０　 バネ座金　　　　　　　　　 ８
３　 ストップリング ８　　　　　　 １１　 カウンターシャフト ２

４　 ベアリングディスタンス ４　　　　　　 １２　　フランジユニット ４
５　 スラストカラー ８　　　　　　 １３　　ボルト １６
６　 シャフト ４　　　　　　 １４　　バネ座金　　　　　　　　１６

７　 グリースニップル ４　　　　　　 １５　　ピニオン ４
８　 キープレート ４　　　　　　 １６　　ストップリング ４

－71－

横行装置　ＥＤ20Ｄ（Ｈ）

危　険

危　険

－72－

（2）駆動部

●取付ナットはスパナでしっかりと締付けてください。

横行駆動はギヤードモータまたは鎖動車により行います。ＦＤ03Ｂタイプは１段減速機構、ＧＤ・ＭＤ

タイプは２段減速機構を用い密封されたグリース潤滑の減速部にブレーキ付電動機を組み合わせた構造で

す。各々駆動装置の出力軸スプラインに取付けたピニオンがギヤ車輪と噛み合って最終減速とともに車輪

を駆動させます。

①点検・調整・交換

●必ず電源を切り無負荷で行ってください。

●取付ボルトはもとの様にきちんと締付けてください。

●ギャップ許容範囲を超えて使用しないでください。

●ライニングの使用限度を超えて絶対に使用しないでください。

ｂ．ブレーキライニングの交換

ａ．ギャップの点検・調整〈ＦＤ03Ｂ〉

ブレーキカバーをはずし、固定鉄心と可
動鉄心の間にスキマゲージ 1mm を入れ
ギャップを測定する。

カバーを取り付け、ブレーキの効き具合、

その他に異常がないか確認する。

ギャップが1mm以上のときにはナットを

緩めて調整する。このときのギャップ調整
は0.4mm～0.6mmにする。

可動鉄心、バネを取り付ける。ブレーキライニングを新しいものと交換す

る。

カバーをはずしナットを取り、固定鉄心、

可動鉄心、バネをはずす。



－73－

ｃ．ブレーキの点検・調整〈ＧＤ・ＭＤ〉

・ブレーキライニングの使用限度

ブレーキライニングの許容摩耗量は下表の通りです。

固定鉄心を取り付け、ギャップを0.4mm
～0.6mmに調整する。

カバーを取り付けて、ギャップ・可動部分・
ブレーキの効き具合・その他に異常がないか
確 認 する。

次に六角穴付ボルトを右（時計回転）
方向にロックするまで軽くまわす。

ギャップが 1mm以上のときにはロック
ナットを緩める。

ブレーキカバーをはずし、固定鉄心と可
動鉄心の間にスキマゲージ 1mm を入れ
ギャップを測定する。

なお、FF04Bはブレーキ調整機構はあり

ません。バネを必要以上に強くすると電動
機の焼損等のおそれがありますのでしな
いでください。

ロックナットを締め付け、ブレーキカバーを

取り付ける。電源を入れ、ギャップ・可動
部分・ブレーキの効き具合・その他に異常
がないか確認する。

ボルトがロックしたら左（反時計回転）

方向に 1 / 2 ～ 3 / 4 回転戻す。これで適正
ギャップ0.5mm～0.8mmになる。

形　　式

使用限度

許容摩耗量

元の厚さ

ＧＤＡ０８ＧＤＡ０４ＭＤ０４ＦＤ03Ｂ

1.0mm

4.0mm

3.5mm

1.5mm

5.0mm

3.0mm 8.5mm

1.5mm

10.0mm

8.5mm
3.5mm

1.5mm

10.0mm
5.0mm



－73－

ｃ．ブレーキの点検・調整〈ＧＤ・ＭＤ〉

・ブレーキライニングの使用限度

ブレーキライニングの許容摩耗量は下表の通りです。

固定鉄心を取り付け、ギャップを0.4mm
～0.6mmに調整する。

カバーを取り付けて、ギャップ・可動部分・
ブレーキの効き具合・その他に異常がないか
確 認 する。

次に六角穴付ボルトを右（時計回転）
方向にロックするまで軽くまわす。

ギャップが 1mm以上のときにはロック
ナットを緩める。

ブレーキカバーをはずし、固定鉄心と可
動鉄心の間にスキマゲージ 1mm を入れ
ギャップを測定する。

なお、FF04Bはブレーキ調整機構はあり

ません。バネを必要以上に強くすると電動
機の焼損等のおそれがありますのでしな
いでください。

ロックナットを締め付け、ブレーキカバーを

取り付ける。電源を入れ、ギャップ・可動
部分・ブレーキの効き具合・その他に異常
がないか確認する。

ボルトがロックしたら左（反時計回転）

方向に 1 / 2 ～ 3 / 4 回転戻す。これで適正
ギャップ0.5mm～0.8mmになる。

形　　式

使用限度

許容摩耗量

元の厚さ

ＧＤＡ０８ＧＤＡ０４ＭＤ０４ＦＤ03Ｂ

1.0mm

4.0mm

3.5mm

1.5mm

5.0mm

3.0mm 8.5mm

1.5mm

10.0mm

8.5mm
3.5mm

1.5mm

10.0mm
5.0mm

－74－

ｄ．ブレーキライニングの交換要領

ブレーキライニングを交換する。ＧＤＡは

方向を間違えないこと。
固定鉄心、可動鉄心をはずす。このとき

バネが落ちないように注意する。

ブレーキカバーをはずし、固定板を止めて
いるナットをはずして固定板をとる。

六角穴付ボルトを右（時計回転）方向に

ロックするまで軽くまわす。

固定板の取り付けは、可動鉄心に平行

になるようにナットを締め付ける。

可動鉄心、バネ、固定鉄心の順に組み、

固定板についている六角穴付ボルトを 1
回転左（反時計）方向に戻して取り付ける。

ロックナットを締め付け、ブレーキカバーを
取り付ける。電源を入れ、ギャップ・可動部

分・ブレーキの効き具合・その他に異常がな

いか確認する。

ボルトがロックしたら左（反時計回転）
方向に ／ ～ ／ 回転戻す。これで適正

ギャップ0.5mm～0.8mmになる。

1
2 4

3



№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ギヤケース １ １６　 丸小ネジ ２
２　 ボルト ６ １７　 端子箱　　　　　　　　　 １
３　 バネ座金　　　　　　　　　　　 ６ １８　 ブッシュ １

４　 ボールベアリング １ １９　 カラー １
５　 出力軸　　　　　　　　　 １　　　　　 ２０　 ライニングボス １
６　 第２ギヤ １　　　　 ２１　 ブレーキライニング １

７　 ボールベアリング １ ２２　 段付ボルト ３
８　 モータフランジ １ ２３　 可動鉄心　　　　　　　　　 １
９　 ボールベアリング １ ２４　 バネ ３

１０　 ローター １ ２５　 調整ナット ３
１１　 ベアリングカバー １　　　　 ２６　 固定鉄心　　　　　　　　　 １
１２　 ボールベアリング １　　　　 ２７　 ボルト ３

１３　 ステータ １ ２８　 ストップリング １
１４　 ボルト ４　　　　　 ２９　 ブレーキカバー １
１５　 バネ座金　　　　　　　　 ４ ３０　 丸小ネジ（バネ座金付） １

－75－

ギヤードモーター ＦＤ０３Ｂ



№　　 名　　　　　　称　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　 個数

１　 ギヤケース １ １６　 丸小ネジ ２
２　 ボルト ６ １７　 端子箱　　　　　　　　　 １
３　 バネ座金　　　　　　　　　　　 ６ １８　 ブッシュ １

４　 ボールベアリング １ １９　 カラー １
５　 出力軸　　　　　　　　　 １　　　　　 ２０　 ライニングボス １
６　 第２ギヤ １　　　　 ２１　 ブレーキライニング １

７　 ボールベアリング １ ２２　 段付ボルト ３
８　 モータフランジ １ ２３　 可動鉄心　　　　　　　　　 １
９　 ボールベアリング １ ２４　 バネ ３

１０　 ローター １ ２５　 調整ナット ３
１１　 ベアリングカバー １　　　　 ２６　 固定鉄心　　　　　　　　　 １
１２　 ボールベアリング １　　　　 ２７　 ボルト ３

１３　 ステータ １ ２８　 ストップリング １
１４　 ボルト ４　　　　　 ２９　 ブレーキカバー １
１５　 バネ座金　　　　　　　　 ４ ３０　 丸小ネジ（バネ座金付） １

－75－

ギヤードモーター ＦＤ０３Ｂ

№　　名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　 個数 №　　 名　　　称　　個数

１ ストップリング １ １４ ローター １ ２７ ブレーキライニング １
２ ギヤケース １ １５ ボールベアリング １ ２８ 段付ボルト ３
３ 六角穴付止メネジ １ １６ 波座金 １ ２９ 可動鉄心 １

４ 六角穴付ボルト ７ １７ ステーター １ ３０ バネ １
５ ボールベアリング ３ １８ ボルト ４ ３１ 保持バネ ３
６ 第２、３ギヤ １ １９ バネ座金 ４ ３２ 固定鉄心 １

７ ボールベアリング １ ２０ 丸小ネジ ２ ３３ ナット ７
８ ボールベアリング １ ２１ 端子箱 １ ３４ 調整固定板 １
９ 第４ギヤ １ ２２ ブッシュ １ ３５ 六角穴付止メネジ １

１０ 第１ギヤ １ ２３ 整流器 １ ３６ 丸小ネジ ２
１１ モーターフランジ １ ２４ カラー １ ３７ バネ座金 ２
１２ オイルシール １ ２５ ライニングボス １ ３８ ブレーキカバー １

１３ ボールベアリング １ ２６ ストップリング １

－76－

ギヤードモーター ＭＤ０４



№　 名　　称　　 個数 №　　 名　　称　　　 個数 №　　 名　　称　　　個数

１　 ストップリング １ １５　 ローター １ ２９　 ブレーキライニングＦ １
２　 ギヤケース １ １６　 ボールベアリング １ ３０　 段付ボルト ３
３　 六角穴付止メネジ １ １７　 波座金　　　　　　　 １ ３１　 可動鉄心　　　　　 １

４　 六角穴付ボルト ７ １８　 ステーター １　　３２　 バネ ３
５　 ボールベアリング ３ １９　 六角穴付ボルト ４　　 ３3 保持バネ ３
６　 第２、３ギヤ １ ２０　 バネ座金　　　　　　 ４ ３４　 固定鉄心　　　　　 １

７　 ボールベアリング １ ２１　 丸小ネジ ２　 ３５　 ナット ７
８　 ボールベアリング １ ２２　 端子箱　　　　　　　 １　 ３６ 調整固定板　　　　　 １　　
９　 第４ギヤ １ ２３　 ブッシュ １　 ３７　 六角穴付止メネジ １

１０　 第１ギヤ １ ２４　 整流器　　　　　　　 １　 ３８　 丸小ネジ ２
１１　 モータフランジ １ ２５　 カラー １　 ３９　 バネ座金　　　　　 ２
１２　 オイルシール １ ２６　 ライニングボス １　 ４０　 ブレーキカバー １

１３　 ボールベアリング １ ２７　 ストップリング １　
１４　 フライホイール １ ２８ 固定摺動板　　　　　 １　

－77－

ギヤードモータ ＧＤＡ０４



№　 名　　称　　 個数 №　　 名　　称　　　 個数 №　　 名　　称　　　個数

１　 ストップリング １ １５　 ローター １ ２９　 ブレーキライニングＦ １
２　 ギヤケース １ １６　 ボールベアリング １ ３０　 段付ボルト ３
３　 六角穴付止メネジ １ １７　 波座金　　　　　　　 １ ３１　 可動鉄心　　　　　 １

４　 六角穴付ボルト ７ １８　 ステーター １　　３２　 バネ ３
５　 ボールベアリング ３ １９　 六角穴付ボルト ４　　 ３3 保持バネ ３
６　 第２、３ギヤ １ ２０　 バネ座金　　　　　　 ４ ３４　 固定鉄心　　　　　 １

７　 ボールベアリング １ ２１　 丸小ネジ ２　 ３５　 ナット ７
８　 ボールベアリング １ ２２　 端子箱　　　　　　　 １　 ３６ 調整固定板　　　　　 １　　
９　 第４ギヤ １ ２３　 ブッシュ １　 ３７　 六角穴付止メネジ １

１０　 第１ギヤ １ ２４　 整流器　　　　　　　 １　 ３８　 丸小ネジ ２
１１　 モータフランジ １ ２５　 カラー １　 ３９　 バネ座金　　　　　 ２
１２　 オイルシール １ ２６　 ライニングボス １　 ４０　 ブレーキカバー １

１３　 ボールベアリング １ ２７　 ストップリング １　
１４　 フライホイール １ ２８ 固定摺動板　　　　　 １　

－77－

ギヤードモータ ＧＤＡ０４

№　 名　　称　　 個数 №　　 名　　称　　　 個数 №　　 名　　称　　　個数

１　 ストップリング １　　 １５　 ローター １ ２９ ブレーキライニングＦ １
２　 ギヤケース １　　 １６　 ボールベアリング １　　 ３０ 段付ボルト ３
３　 六角穴付止メネジ １　　 １７ 波座金　　　　　　　 １ ３１ 中間板　　　　　　　１

４　 六角穴付ボルト ７ １８　 ステーター １ ３２ ブレーキライニング １
５　 ボールベアリング ３　　 １９　 六角穴付ボルト ４ ３３ 可動鉄心　　　　　　 １
６　 第２、３ギヤ １ ２０　 バネ座金　　　　　　 ４ ３４ バネ ３

７　 ボールベアリング １ ２１ 丸小ネジ ２ ３５ 保持バネ ３
８　 ボールベアリング １ ２２　 端子箱　　　　　　 １　　 ３６ 固定鉄心　　　　　　 １
９ 第４ギヤ １ ２３　 ブッシュ １　　 ３７ ナット ７

１０　 第１ギヤ １ ２４　 整流器　　　　　　 １　 ３８ 調整固定板　　　　 １
１１　 モータフランジ １ ２５　 カラー １　 ３９ 六角穴付止メネジ １
１２　 オイルシール １ ２６　 ライニングボス １　 ４０ 丸小ネジ ２

１３　 ボールベアリング １　　 ２７　 ストップリング １　　 ４１ バネ座金　　　　　　 ２
１４　 フライホイール １　 ２８　 固定摺動板　　　　　 １　 ４２ ブレーキカバー １

－78－

ギヤードモータ ＧＤＡ０８・１１



注　意

危　険

－79－

７－４フックブロック

（1）フックの使用限度

●口の開いたもの、外傷、き裂、ネジ部に異常があるものは絶対に使用しないで
ください。

●使用限度を超えては絶対に使用しないでください。

●変形したものは絶対に使用しないでください。

（2）シーブの使用限度

●シーブの摩耗は寸法だけでなく、みぞ底の形状もワイヤロープの寿命に関係が
あります。検査して不良なものは交換してください。

ワイヤロープ

掛 本 数

２ 本 掛

４ 本 掛

８ 本 掛

６ 本 掛

ホイスト容量

０．５ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

５ｔ

２０ｔ

１０ｔ

５ｔ

２．８ｔ

４０ｔ

３０ｔ

１５ｔ
７．５ｔ～１０ｔ

５０

７０

１００

７０

８０

１２０

１９０

１５０

１２０

１００

２５０

２２０

１７０

１５０

原 寸 法

ｂ　寸　法 ｔ　寸　法

５２．５

７３．５

１０５

７３．５

８４

１２６

１９９．５

１５７．５

１２６

１０５

２６２．５

２３１

１７８．５

１５７．５

使用限度
３５

４６

６０

４８

５１

６５

１２０

１００

６５

６０

１７０

１５１

１１０

１００

原 寸 法 使用限度

３３．２

４３．７

５７

４５．６

４８．４

６１．７

１１４

９５

６１．７

５７

１６１．５

１４３．４

１０４．５

９５

摩
耗
限

ポンチ マーク

b寸法は目安です。新品のときに実測してください。

ワイヤロープ

掛 本 数

２ 本 掛

４ 本 掛

８ 本 掛

６ 本 掛

ホイスト容量

０．５ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

５ｔ

２０ｔ

１０ｔ

５ｔ

２．８ｔ

４０ｔ

３０ｔ

１５ｔ
７．５ｔ～１０ｔ

１２０

１７１

１７１

１２０

２２８

２４４

４２８

３４２

２４４

１７１

４２８

４２８

３４２

２４４

原 寸 法

シーブ（フックブロック） エコライザシーブ

１１８．５

１６８．７

１６８．７

１１８．５

２２５

２４１．５

４２２．４

３３７．５

２４０．９

１６８．１

４２２．４

４２２．４

３３７．５

２４０．９

使用限度
－

－

１５１

１２０

－

１３７．５

２０２

１６２

１３８

１１０

２０２

２０２

１６０

１６１

原 寸 法 使用限度

－

－

１４８．８

１１８．５

－

１３５

１９６．４

１５７．５

１３４．９

１０７．８

１９６．４

１９６．４

１５５．５

１５７．９

摩
耗
限

直
径

ワイヤロープ d
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－79－

７－４フックブロック

（1）フックの使用限度

●口の開いたもの、外傷、き裂、ネジ部に異常があるものは絶対に使用しないで
ください。

●使用限度を超えては絶対に使用しないでください。

●変形したものは絶対に使用しないでください。

（2）シーブの使用限度

●シーブの摩耗は寸法だけでなく、みぞ底の形状もワイヤロープの寿命に関係が
あります。検査して不良なものは交換してください。

ワイヤロープ

掛 本 数

２ 本 掛

４ 本 掛

８ 本 掛

６ 本 掛

ホイスト容量

０．５ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

５ｔ

２０ｔ

１０ｔ

５ｔ

２．８ｔ

４０ｔ

３０ｔ

１５ｔ
７．５ｔ～１０ｔ

５０

７０

１００

７０

８０

１２０

１９０

１５０

１２０

１００

２５０

２２０

１７０

１５０

原 寸 法

ｂ　寸　法 ｔ　寸　法

５２．５

７３．５

１０５

７３．５

８４

１２６

１９９．５

１５７．５

１２６

１０５

２６２．５

２３１

１７８．５

１５７．５

使用限度
３５

４６

６０

４８

５１

６５

１２０

１００

６５

６０

１７０

１５１

１１０

１００

原 寸 法 使用限度

３３．２

４３．７

５７

４５．６

４８．４

６１．７

１１４

９５

６１．７

５７

１６１．５

１４３．４

１０４．５

９５

摩
耗
限

ポンチ マーク

b寸法は目安です。新品のときに実測してください。

ワイヤロープ

掛 本 数

２ 本 掛

４ 本 掛

８ 本 掛

６ 本 掛

ホイスト容量

０．５ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

１．０ｔ～１．５ｔ

２．０ｔ～２．８ｔ

５ｔ

２０ｔ

１０ｔ

５ｔ

２．８ｔ

４０ｔ

３０ｔ

１５ｔ
７．５ｔ～１０ｔ

１２０

１７１

１７１

１２０

２２８

２４４

４２８

３４２

２４４

１７１

４２８

４２８

３４２

２４４

原 寸 法

シーブ（フックブロック） エコライザシーブ

１１８．５

１６８．７

１６８．７

１１８．５

２２５

２４１．５

４２２．４

３３７．５

２４０．９

１６８．１

４２２．４

４２２．４

３３７．５

２４０．９

使用限度
－

－

１５１

１２０

－

１３７．５

２０２

１６２

１３８

１１０

２０２

２０２

１６０

１６１

原 寸 法 使用限度

－

－

１４８．８

１１８．５

－

１３５

１９６．４

１５７．５

１３４．９

１０７．８

１９６．４

１９６．４

１５５．５

１５７．９

摩
耗
限

直
径

ワイヤロープ d

－80－

NHED4.8P-G

NHED4.8PH-G

NHED4.8P･D4.8PH･4.8P-S

4.8P-L･4.8PH-S･4.8PH-L

NHED4.8P-B･4.8P-G

L4.8P-G

NHED5P-G

NHED5PH-G

NHED5P･D5PH･5P-S

5P-L･5PH-S･5PH-L

NHED5P-B･5P-G

L5P-G

NHED7.5P-G･D7.5PH-G

NHED10P-G･D10PH-G

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

ホ イ ス ト 型 式

エコライザシーブ側に広い方が

くるタイプ■■■■■■■■■

エコライザシーブ側に狭い方が

くるタイプ■■■■■■■■■

取

付

方

向

（3）フックブロック（ハの字形）の取付方法

危　険
●向きを間違うと、ワイヤロープの巻き込み角度が異なり、ワイヤロープの寿命

を著しく早める原因になりますので、フックブロックの方向を間違えないでくだ

さい。

エコライザシーブ側 エコライザシーブ側



－81－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ １ １３ カラーＢ　　　　　　　　　 ２
２ ボールベアリング １　　　　　 １４　 ストップリング ２
３　ストップリング １　　　　　　 １５　 シャフト １

４　フック １ １６　 カラーＡ　　　　　　　　　 ２
５ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　　 １ １７　 シーブカバー ２
６　ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　 １８　 ブロックフレーム ２

７　 丸小ネジ １　　　　　　 １９　 座金　　　　　　　　　　　 ２
８ ユルミ止メ付ナット １ ２０　 バネ座金　　　　　　　　 ２
９　 ナット １ ２１　 ボルト ２

１０　 スプリングピン １　　　　 ２２　 トン数シール １
１１ スラストベアリング １ ２３　 ワイヤロープ １
１２　トラニオン １

フックブロック ５００Ｋ～１．５Ｔ・Ｋ（Ｈ）



－81－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ １ １３ カラーＢ　　　　　　　　　 ２
２ ボールベアリング １　　　　　 １４　 ストップリング ２
３　ストップリング １　　　　　　 １５　 シャフト １

４　フック １ １６　 カラーＡ　　　　　　　　　 ２
５ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　　 １ １７　 シーブカバー ２
６　ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　 １８　 ブロックフレーム ２

７　 丸小ネジ １　　　　　　 １９　 座金　　　　　　　　　　　 ２
８ ユルミ止メ付ナット １ ２０　 バネ座金　　　　　　　　 ２
９　 ナット １ ２１　 ボルト ２

１０　 スプリングピン １　　　　 ２２　 トン数シール １
１１ スラストベアリング １ ２３　 ワイヤロープ １
１２　トラニオン １

フックブロック ５００Ｋ～１．５Ｔ・Ｋ（Ｈ）

－82－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１ シーブ １　　　　　 １２　 カラーＢ　　　　　　　　 ２
２　 ボールベアリング ２ １３　 ストップリング ２
３　 フック １　　　　　　 １４　 シャフト １

４　 ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １　　　　　 １５　 カラーＡ　　　　　　　　 ２
５　 ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　 １６　 シーブカバー ２
６　 丸小ネジ １　　　　　　 １７　 ブロックフレーム 2

７ ユルミ止メ付ナット １　　　　　　 １８　 座金　　　　　　　　　 ２
８ ナット １ １９　 バネ座金　　　　　　　 ２
９　 スプリングピン １ ２０ ボルト ２

１０　 スラストベアリング １ ２１ トン数シール １
１１ トラニオン １　　　　　　 ２２　 ワイヤロープ １

フックブロック ２．０Ｔ・Ｋ（Ｈ）～２．８Ｔ・Ｋ（Ｈ）



－83－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ ２　　　　　 １５　 座金　　　　　　　　　 ２
２　ボールベアリング ２　　　　　 １６　 バネ座金　　　　　　　　 ２
３　ストップリング ２ １７　 ボルト ２

４ フック １ １８　 トン数シール １
５　ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １ １９　 エコライザシーブフレーム １
６　ワイヤ外レ止メバネ １ ２０　 グリースニップル ２

７　 丸小ネジ １ ２１　 エコライザシーブ １
８　 ユルミ止メ付ナット １　　　　　 ２２　 エコライザシーブピン １
９ 溝付ナット １　　　　　 ２３　 グリースニップル １

１０ 割ピン １　　　　　 ２４ キープレート １
１１　スラストベアリング １　　　　　 ２５　 バネ座金　　　　　　　 ２
１２　トラニオン １　　　　　 ２６　 ボルト ２

１３　カラー ４　　　　　 ２７　 ワイヤロープ １
１４　シーブカバー ４

フックブロック Ｌ１．０～Ｌ２．８Ｋ



－83－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ ２　　　　　 １５　 座金　　　　　　　　　 ２
２　ボールベアリング ２　　　　　 １６　 バネ座金　　　　　　　　 ２
３　ストップリング ２ １７　 ボルト ２

４ フック １ １８　 トン数シール １
５　ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １ １９　 エコライザシーブフレーム １
６　ワイヤ外レ止メバネ １ ２０　 グリースニップル ２

７　 丸小ネジ １ ２１　 エコライザシーブ １
８　 ユルミ止メ付ナット １　　　　　 ２２　 エコライザシーブピン １
９ 溝付ナット １　　　　　 ２３　 グリースニップル １

１０ 割ピン １　　　　　 ２４ キープレート １
１１　スラストベアリング １　　　　　 ２５　 バネ座金　　　　　　　 ２
１２　トラニオン １　　　　　 ２６　 ボルト ２

１３　カラー ４　　　　　 ２７　 ワイヤロープ １
１４　シーブカバー ４

フックブロック Ｌ１．０～Ｌ２．８Ｋ

－84－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１ シーブ ２　　　　　 １４　 側板Ａ　　　　　　　　　 １
２ ボールベアリング ２ １５　 側板Ｂ　　　　　　　　 １
３ フック １ １６　 シーブピン １

４　 ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １ １７　 ナット ３
５ ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　 １８　 六角穴付止メネジ ３
６ 六角穴付ボルト １ １９　 側板セットボルト ４

７　 ユルミ止メ付ナット １ ２０　 ディスタンスパイプ ４
８ フックナット １　　　　　 ２１　 バネ座金　　　　　　　　 ４
９　 割ピン １　　　　　 ２２　 ナット ４

１０ スラストベアリング １　　　　　　 ２３　 トン数銘板　　　　　　　 １
１１ トラニオン １　　　　　　 ２４　 丸小ネジ ２
１２ スラストカラー １ ２５　 ワイヤロープ １

１３　スラストカラー ２

フックブロック ＥＤ２．８（Ｈ）－Ｇ



－85－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　 シーブ ２ １２　 グリースニップル １
２　 ボールベアリング ４ １３　 シーブカバーＡ　　　　　 １
３ フック １ １４　 シーブカバーＢ　　　　 １

４ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　 １　　　　　　 １５　 ボルト ２
５ ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　　 １６　 バネ座金　　　　　　　 ２
６ 六角穴付ボルト １　　　　　　 １７　 座金　　　　　　　　　　 ２

７ ユルミ止メ付ナット １　　　　　　 １８　 トン数銘板　　　　　　　 １
８ フックナット １　　　　　　 １９　 丸小ネジ ２
９ 六角穴付止メネジ １ ２０　 バネ座金　

１０ スラストベアリング １　　　　　　 ２１　 平座金　　　　　　　　　 ２
１１ トラニオン １ ２２　 ワイヤロープ １

フックブロック ＥＤ５Ｐ（Ｈ）・５（Ｈ）－Ｓ



－85－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　 シーブ ２ １２　 グリースニップル １
２　 ボールベアリング ４ １３　 シーブカバーＡ　　　　　 １
３ フック １ １４　 シーブカバーＢ　　　　 １

４ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　 １　　　　　　 １５　 ボルト ２
５ ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　　 １６　 バネ座金　　　　　　　 ２
６ 六角穴付ボルト １　　　　　　 １７　 座金　　　　　　　　　　 ２

７ ユルミ止メ付ナット １　　　　　　 １８　 トン数銘板　　　　　　　 １
８ フックナット １　　　　　　 １９　 丸小ネジ ２
９ 六角穴付止メネジ １ ２０　 バネ座金　

１０ スラストベアリング １　　　　　　 ２１　 平座金　　　　　　　　　 ２
１１ トラニオン １ ２２　 ワイヤロープ １

フックブロック ＥＤ５Ｐ（Ｈ）・５（Ｈ）－Ｓ

－86－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ ２ １５　 トン数銘板　　　　　　 １
２　 ボールベアリング ４ １６　 丸小ネジ ２
３ フック １ １７ エコライザシーブフレーム １

４ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １　　　　　 １８　 エコライザシーブ １
５　 ワイヤ外レ止メバネ １ １９　 ボールベアリング ２
６ 六角穴付ボルト １　　　　　 ２０　 エコライザシーブピン １

７ ユルミ止メ付ナット １　　　　　 ２１　 キープレート １
８ フックナット １ ２２　 ボルト ２
９ 六角穴付止メネジ １ ２３　 六角ボルト ２

１０ スラストベアリング １ ２４　 ブッシュ ２
１１　トラニオン １ ２５　 バネ座金　　　　　　　　 ２
１２　グリースニップル １ ２６　 ボルト ２

１３ シーブカバーＡ　　　　　　　　 １ ２７　 ワイヤロープ １
１４ シーブカバーＢ　　　　　　　　 １

フックブロック ＥＤ５Ｐ（Ｈ）－Ｇ



－87－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ ２ １５　 シーブカバーＢ　　　　　 １
２　ボールベアリング ４ １６　 トン数銘板　　　　　　　 １
３ フック １ １７ 丸小ネジ ２

４ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １　　　　　 １８　 エコライザシーブフレーム １
５　ワイヤ外レ止メバネ １ １９　 エコライザシーブ １
６ ピン １　　　　　 ２０　 ボールベアリング ２

７ 平座金　　　　　　　　　　　　 ２　　　　　 ２１　 エコライザシーブピン １
８ 割ピン ２ ２２　 キープレート １
９ フックナット １ ２３　 バネ座金　　　　　　　 ２

１０ 六角穴付止メネジ １ ２４　 ボルト ２
１１　スラストベアリング １ ２５　 ブッシュ ２
１２　トラニオン １ ２６　 バネ座金　　　　　　　　 ２

１３ グリースニップル １ ２７　 ボルト ２
１４ シーブカバーＡ　　　　　　　　 １

フックブロック ＥＤ7.5（Ｈ）－Ｇ・10（Ｈ）－Ｇ



－87－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　シーブ ２ １５　 シーブカバーＢ　　　　　 １
２　ボールベアリング ４ １６　 トン数銘板　　　　　　　 １
３ フック １ １７ 丸小ネジ ２

４ ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　 １　　　　　 １８　 エコライザシーブフレーム １
５　ワイヤ外レ止メバネ １ １９　 エコライザシーブ １
６ ピン １　　　　　 ２０　 ボールベアリング ２

７ 平座金　　　　　　　　　　　　 ２　　　　　 ２１　 エコライザシーブピン １
８ 割ピン ２ ２２　 キープレート １
９ フックナット １ ２３　 バネ座金　　　　　　　 ２

１０ 六角穴付止メネジ １ ２４　 ボルト ２
１１　スラストベアリング １ ２５　 ブッシュ ２
１２　トラニオン １ ２６　 バネ座金　　　　　　　　 ２

１３ グリースニップル １ ２７　 ボルト ２
１４ シーブカバーＡ　　　　　　　　 １

フックブロック ＥＤ7.5（Ｈ）－Ｇ・10（Ｈ）－Ｇ

－88－

№　　 名　　　　　　称　　　　 個数 №　　　名　　　　　　称　　個数

１　 シーブ ２ １６　 ブロックフレームＡ　　　 １
２　 ボールベアリング ４ １７　 ブロックフレームＢ　　　 １
３　 ストップリング ２ １８　 シャフト １

４　 フック １　　　　　　 １９　 スラストカラー ２
５　 ワイヤ外レ止メ金具　　　　　　　 １　　　　　 ２０　 ストップリング ２
６　 ワイヤ外レ止メバネ １　　　　　 ２１　 キープレート ２

７　 ピン １ ２２　 ボルト ４
８　 平座金　　　　　　　　　　　　 ２　　　　　　 ２３　 バネ座金　　　　　　　　 ４
９　 割ピン ２　　　　　 ２４　 フレームセットボルト ４

１０　 ナット １ ２５　 ナット ８
１１　 六角穴付止メネジ １　　　　　　 ２６　 バネ座金　　　　　　　　 ８
１２　 スラストベアリング １　　　　　　 ２７　 トン数銘板　　　　　　　 １

１３　 トラニオン １ ２８　 ボルト ２
１４　 グリースニップル １ ２９　 バネ座金　　　　　　　　　 ２
１５　 カラー ２ ３０　 ワイヤロープ １

フックブロック ＥＤ１０Ｐ（Ｈ）・１０（Ｈ）－Ｓ



－89－

№　 名　　称　　 個数 №　　 名　　称　　　 個数 №　　 名　　称　　　個数

１　 シーブ ２ １６　 ブロックフレームＡ　 １ ３１　グリースニップル １
２　 ボールベアリング ４　　 １７ ブロックフレームＢ　 １ ３２　 エコライザシーブフレームセットボルト １
３　 ストップリング ２ １８ シーブピン １ ３３　 平座金　　　　　　 １

４　 フック １ １９　 スラストカラー ２ ３４ ボルト １　
５　 ワイヤ外レ止メ金具　 １ ２０ ストップリング ２ ３５　 割ピン １
６　 ワイヤ外レ止メバネ １ ２１　キープレート ２ ３６ エコライザシーブ １

７　 ピン １ ２２　 六角ボルト ４　 ３７ ボールベアリング ２
８　 平座金　　　　　　　２ ２３　 バネ座金　　　　　　 ４　 ３８　 ストップリング １
９　 割ピン ２ ２４　 フレームセットボルト ３　 ３９ エコライザシーブピン １

１０　 ナット １ ２５　 六角ボルト ６　 ４０　キープレート １
１１　 スプリングピン ２ ２６ バネ座金　　　　　　 ６　 ４１　ボルト ２
１２　 スラストベアリング １ ２７ トン数銘板　　　　　 １　 ４２　バネ座金　　　　　 ２

１３　 トラニオン １ ２８ 六角ボルト ２　 ４３ ワイヤロープ １
１４　 グリースニップル １ ２９ バネ座金　　　　　　 ２
１５　 カラー ２ ３０　 エコライザシーブフレーム １

フックブロック ＥＤ１５Ｐ（Ｈ）



－89－

№　 名　　称　　 個数 №　　 名　　称　　　 個数 №　　 名　　称　　　個数

１　 シーブ ２ １６　 ブロックフレームＡ　 １ ３１　グリースニップル １
２　 ボールベアリング ４　　 １７ ブロックフレームＢ　 １ ３２　 エコライザシーブフレームセットボルト １
３　 ストップリング ２ １８ シーブピン １ ３３　 平座金　　　　　　 １

４　 フック １ １９　 スラストカラー ２ ３４ ボルト １　
５　 ワイヤ外レ止メ金具　 １ ２０ ストップリング ２ ３５　 割ピン １
６　 ワイヤ外レ止メバネ １ ２１　キープレート ２ ３６ エコライザシーブ １

７　 ピン １ ２２　 六角ボルト ４　 ３７ ボールベアリング ２
８　 平座金　　　　　　　２ ２３　 バネ座金　　　　　　 ４　 ３８　 ストップリング １
９　 割ピン ２ ２４　 フレームセットボルト ３　 ３９ エコライザシーブピン １

１０　 ナット １ ２５　 六角ボルト ６　 ４０　キープレート １
１１　 スプリングピン ２ ２６ バネ座金　　　　　　 ６　 ４１　ボルト ２
１２　 スラストベアリング １ ２７ トン数銘板　　　　　 １　 ４２　バネ座金　　　　　 ２

１３　 トラニオン １ ２８ 六角ボルト ２　 ４３ ワイヤロープ １
１４　 グリースニップル １ ２９ バネ座金　　　　　　 ２
１５　 カラー ２ ３０　 エコライザシーブフレーム １

フックブロック ＥＤ１５Ｐ（Ｈ）

－90－

危　険

注　意

危　険

危　険

７－５ ワイヤロープ

ワイヤロープは、JISＧ3525の6×37Ａ種または6×Fi（29）Ｂ種を使用しており、ワイヤロープ末端

部はφ14以下はＮＨクランプ加工、φ16以上は合金詰加工を行っています｡

●ワイヤロープの端末加工は絶対に行わないでください。

●保守・点検は無負荷で行ってください。

（1）ワイヤロープの保守・点検

①ワイヤロープの油が切れていないか点検し、乾燥している

場合は、ワイヤロープ油またはグリースを塗布して下さい。

②ワイヤロープ、ドラム側、固定部、反ドラム側固定部、ワイ

ヤグリップ、末端金具等に異常がないか点検して下さい。

③ワイヤロープを曲げて内部断線の点検をしてください。

※注記 仕事量と年月を記録されて交換の参考にしてくだ

さい。

●交換方法を厳守してください。また、ワイヤグリップの締付けトルクは第20表
の値としてください。

（2）ワイヤロープの使用限度

●使用限度を超えての使用は絶対にしないでください。

ワイヤロープは、使用しておりますと寿命が来ます。以下の

症状が表われた場合は、ワイヤロープを交換してください。

①ロープ１よりの間において素線（フィラ線を除く）の数の

10％以上の素線が切断している場合。

②直径の減少が公称径の7％を超えた場合。

③キンクしたもの、形くずれしたもの、または腐食がある場合。

（3）ワイヤロープの交換について



－91－

ワイヤロープは安全性に直接かかわる重要な部品であり、特に末端部の加工は大切です。末端加工は

絶対に行わず、日本ホイストの純正部品をご使用ください。

①500～2.8Ｋについて

・新しいワイヤロープに撚りを残
さないように延ばし、端末金具
を溝にはめ六角穴付ボルトを
取りつける。

・ワイヤロープ取付部までゆっ
くり引き出す。六角穴付ボル
トを取りはずし、端末金具を上
方に抜く。

・ウェッジソケットからワイヤロ
ープ、ワイヤウェッジをはずす。

・フックブロックを床上等に降
ろし、ワイヤクリップをはずす。
このときスペースパイプを落と
さないようにする。

・定格荷重をゆっくりと吊った後
にワイヤグリップの増し締めを
行い、その他に異常がないこと
を確認する。
締付トルクを第20表に示しま
す。

・スペースパイプを最上部にし
てワイヤグリップ2ヶをトルク
レンチで締めつける。
ワイヤグリップの間隔はワイヤ
ロープ径の約6倍とする。

・ワイヤロープをウェッジソケッ
トの下から上へ通し、再び下へ
通します。ワイヤロープがドラ
ムケースの下端より190 ～
200mm出るようにする。
ワイヤウェッジを入れ300kg程
度の荷重を吊ってワイヤロー
プ、ワイヤウェッジ、ウェッジ
ソケットが密着するようにする。

・ワイヤロープをボロ布等でつか
み、張力をかけて3～4回巻
き込みます。他端はフックブ
ロックに通します。

・ワイヤロープに撚りが残らないように延ば
し、端末金具をワイヤドラム両端の溝には
め、六角穴付ボルトを取り付ける。

・エコライザシーブをはずし、ワイヤロープを
はずす。

・フックブロックを床上に降ろし、ワイヤロー
プを引き出す。取付部近くは逆巻きをさける
ためにゆっくり引き出し、六角穴付ボルトを
はずしてワイヤロープを取りはずす。

ロープ径

6mm

9mm

12mm

締付トルク

70kgfcm

160kgfcm

240kgfcm

第20表

②Ｌ1.0Ｔ～2.8Ｈ－Ｇについて



－91－

ワイヤロープは安全性に直接かかわる重要な部品であり、特に末端部の加工は大切です。末端加工は

絶対に行わず、日本ホイストの純正部品をご使用ください。

①500～2.8Ｋについて

・新しいワイヤロープに撚りを残
さないように延ばし、端末金具
を溝にはめ六角穴付ボルトを
取りつける。

・ワイヤロープ取付部までゆっ
くり引き出す。六角穴付ボル
トを取りはずし、端末金具を上
方に抜く。

・ウェッジソケットからワイヤロ
ープ、ワイヤウェッジをはずす。

・フックブロックを床上等に降
ろし、ワイヤクリップをはずす。
このときスペースパイプを落と
さないようにする。

・定格荷重をゆっくりと吊った後
にワイヤグリップの増し締めを
行い、その他に異常がないこと
を確認する。
締付トルクを第20表に示しま
す。

・スペースパイプを最上部にし
てワイヤグリップ2ヶをトルク
レンチで締めつける。
ワイヤグリップの間隔はワイヤ
ロープ径の約6倍とする。

・ワイヤロープをウェッジソケッ
トの下から上へ通し、再び下へ
通します。ワイヤロープがドラ
ムケースの下端より190 ～
200mm出るようにする。
ワイヤウェッジを入れ300kg程
度の荷重を吊ってワイヤロー
プ、ワイヤウェッジ、ウェッジ
ソケットが密着するようにする。

・ワイヤロープをボロ布等でつか
み、張力をかけて3～4回巻
き込みます。他端はフックブ
ロックに通します。

・ワイヤロープに撚りが残らないように延ば
し、端末金具をワイヤドラム両端の溝には
め、六角穴付ボルトを取り付ける。

・エコライザシーブをはずし、ワイヤロープを
はずす。

・フックブロックを床上に降ろし、ワイヤロー
プを引き出す。取付部近くは逆巻きをさける
ためにゆっくり引き出し、六角穴付ボルトを
はずしてワイヤロープを取りはずす。

ロープ径

6mm

9mm

12mm

締付トルク

70kgfcm

160kgfcm

240kgfcm

第20表

②Ｌ1.0Ｔ～2.8Ｈ－Ｇについて

－92－

・ワイヤロープに張力をかけて両端から同時
に巻き込む。

・フックブロックを取り付け、定格荷重をゆ
っくりとつり取付各部に異常がないこと
を確認する。

・ワイヤロープの中央部にエコライザシーブ
を位置して取りつける。

・フックブロックを取り付け、定
格荷重をゆっくりとつり取付各
部に異常がないことを確認す
る。

・ドラムケース側のワイヤロープ
端末を取りつける。

・ワイヤロープに張力をかけて3
～ 4 回巻きつけ、他端は定
滑車に通す。

・ワイヤロープに撚りが残らない
ように延ばし、端末金具溝には
めて六角穴付ボルトを取りつけ
る。

・ワイヤロープの外し方は、①を参考にしてください。下記はワイヤロープの取り付け方です。

③５－Ｒについて

（4）ワイヤロープのよじれの直し方

①ワイヤロープのよじれの方向を第

21図を参考に確認してください。

またよじれ数はフックブロック半

回転で１回となり、１回転すると

２回になります。

②４本掛けはワイヤロープを取付部までひき出し、

六角穴付ボルトを外す。このときマジック等で位

置をマークしておくと便利です。第22図参照。

③フックブロックがＺ撚り方向によじれている場合、

２本掛けは第23図の状態でウェッジソケットを左

に回しながら正常な向きになるのを確認してくだ

さい。また４本掛けの場合は左右のよじれ数を確

認し、よじれ数の１回か1.5回転を加えて左に回し、

もう一方も同様にします。

④Ｓ撚り方向によじれている場合には逆方向に回転

させてください。

第21図

第23図

4本掛2本掛

第22図
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NHED4.8P－G・D5P－G

NHED4.8PH－G・D5PH－G

D4.8P・D5P

4.8P－S・5P－S
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NH（H・C・E）500

1.0T（K）

1.5T（K）

2.0T（K）（P）

2.8T（K）（P）

NHE4.8－R・5－R
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10.0-6/2
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6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

6×Fi（29）B種

NHE

フックブロック
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No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

数

量

割り

ピン

数

量

数

量

平座

金
ピン

数

量
連結

棒

数

量

過巻

テコ

数

量
制御

箱組
500～2.0T

2.0～2.8T

2.8K

D2.8－G～2.8H－G

2.0P～D2.8PH

5－R

機　種（NHE）

注　意

７－６　制御箱と過巻テコ

（1）制御箱

●屋外で使用される場合には制御箱に覆いを必ず設けてください。

●過巻リミットスイッチの常用はしないでください。特に常用する必要がある場
合には別途スイッチを設けてください。

●電磁接触器の２次側には進相コンデンサーを絶対に入れないでください。

●過巻テコの形状を変形させて巻上代を修正することは絶対に避けてください。

●制御箱、過巻テコの形状が変形したものは新しいものと交換してください。
ブレーキの動作異常、巻過ぎの動作異常の恐れがあります。

②ローヘッド形用制御盤①普通形用制御盤

A

A

A

A

B

Ｂ

1

1

1

1

1

1

◯

◯

◯

◯

◯

◯

A

A

A

B

A

C

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

数

1

1

1

2

1

2

2

2

2

部　品　名

制御箱

過巻防止装置

過巻テコ

ピン

平座金

割りピン

ボルト

バネ座金

セットパイプ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ
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割りピン
ボルト・ナット

数
量

2段切用
平座金

数
量

ピン用
平座金

ピン
（ボルト・ナット）

数
量過巻テコ数

量制御箱機種 （ＮＨＥ）

③ダブルレール形用制御盤

数
量

5P-G～5PH-G
D5P
D7.5P-G～10P-G
D7.5
E7.5-R～15-R
D10P～D15P
D15-R
D20-G
D20D～D30D
D40D

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

Ａ・Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｆ
Ｅ
Ｆ

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
―
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

割りピン
割りピン
割りピン
割りピン
ボルト・ナット
割りピン
割りピン
割りピン
割りピン
割りピン

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

2
2
1
1
2
1
1
2
1
2

2
2
2
2
―
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

5t～ 10t  Ｃ5t Ｂ5t～ 15t Ａ

20t～ 40tＦ10t～ 30t Ｅ15t Ｄ
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数
量

2段切用
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数
量
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平座金
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数
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数
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D7.5
E7.5-R～15-R
D10P～D15P
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〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

Ａ・Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｆ
Ｅ
Ｆ

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
―
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

割りピン
割りピン
割りピン
割りピン
ボルト・ナット
割りピン
割りピン
割りピン
割りピン
割りピン

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

2
2
1
1
2
1
1
2
1
2

2
2
2
2
―
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

5t～ 10t  Ｃ5t Ｂ5t～ 15t Ａ

20t～ 40tＦ10t～ 30t Ｅ15t Ｄ
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注　意

（2）過巻防止装置

●点検時には、それぞれのリミットスイッチが作動するか、必ず確認してくださ
い。

過巻防止装置は制御箱に内蔵され、過巻リミットスイッチ・過巻テコを組み合わせた構造で、この装

置は操作回路遮断用１段目リミットスイッチおよび主回路遮断用２段目リミットスイッチからなる構造

です。使用前には各リミットスイッチが動作することを確認してください。

第24図に示す通り、フックブロックを巻上げていくと、先づ１段目リミットスイッチで巻上用電磁

接触器ＭＣ1の操作回路を切ります。万一何かの原因でフックブロックが停止しないときは２段目リミッ

トスイッチで巻上用電動機の主回路の２線を遮断します。１段目リミットスイッチから２段目リミット

スイッチまで約40mmあり、通常動作では２段目が作動することはありませんが、作動したときの復帰

方法は、

2段目リミットスイッチ

まず点検台にホイストを移動し、電源を必ず切ります。作動した原因を調査しその原因を取り除いて

割りピンＡ、ナットＢをはずして接点を復帰させます。寸動運転で注意しながらフックブロックを下げ

た後にナット、割りピンを元の状態にしてください。

（3）２段目リミットスイッチの動作原因

①電源を逆相に接続したとき。 の押しボタンで巻上げますので、１段目リミットスイッチでは切れず、

２段目リミットスイッチ作動まで巻上げます。

②逆巻きしたとき。フックブロックを揚程最下以下に巻下げ続けると、ワイヤロープは逆巻をし、①と同

様な状態になります。

③巻上げ・巻下げ用電磁接触器が故障したとき。電磁接触器の操作回路は切れても、主回路が切れないで

巻上げ・巻下げを続けます。

下

1段目リミットスイッチ

Ａ

Ａ
Ｂ Ｂ
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注　意

（4）押ボタンスイッチ

●熱を加えないでください。炎を近づけないでください。

●変形・損傷したものは交換してください。

●接点および機構が摩耗したものは交換してください。

●金属ケースの押ボタンスイッチを使用される場合は、必ずアースを接続して
ください。

●屋外設置の場合、ホイストを使用していないときは雨水が押ボタンスイッチ
に入らないようにしてください。

●雨が降ったあとには押ボタンスイッチを点検してください。

押ボタンスイッチにて制御箱の電磁接触器を開閉し、ホイ

ストの巻上げ・巻下げ・横行・走行を運転する、いわゆる補助

回路方式を採用していますので、手元の押ボタンスイッチの

電流は僅かでしかも効率がよく長寿命となっています。

インターロックは機械的に施してありますので、同時押しに

よる接点溶着の心配がありません。また押ボタンスイッチの

取付部は、保護ブッシング（特許）を使用し、防滴防塵構造にな

っており、操作スイッチの重み、使用の際の引張りによるキャ

ブタイヤケーブルの断線を防ぎます。動作は文字で表わしてあ

ります。

・文字表示と用途

種　　　　　　類
2点押ボタンスイッチ
4点押ボタンスイッチ
6点押ボタンスイッチ

用 途
懸垂（NH）・手動横行（NHH）・鎖動横行（NHC）
電動横行（NHE） 手動・鎖動のクレーン走行（NHE）
電動横行　電動走行（NHEE）

押しボタン文字
上・下

上・下・東・西
上・下・東・西・南・北

制御箱への押ボタンスイッチの取り付けは、抜き差し自由な「ファストン」でもって制御箱内におい

（5）「ファストン」コンセント

押シボタン側 押シボタン側押シボタン側 制御箱側制御箱側 制御箱側
6点走行4点・6点上下横行2点上下

タブ・ハウジング リセプタクル・ハウジング 押シボタンスイッチ側 リセプタクル 制御盤側

タブ

1 ：電源
3 ：上
5 ：下
7 ：東
8 ：西
10：南
11：北
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タブ

1 ：電源
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危　険

て接続し、保護ブッシングを利用して取り付けます。（26ページ参照）

このファストンの構造は、リセプタクルとそれに嵌合するタブからなる抜き差し自由な接続子－ファ

ストン端子－を各々用のハウジングに納めて多極コネクター－ファストン－として使用するもので、フ

ァストンそのものの高信頼性に加え、結線速度の短縮、作業の簡便さ、仕上りの均一等、経済性・作業

性・信頼性とも優れています。

・配線をするときのお願い

●電源線は必ず主電源用開閉器を通して結線してください。

●電路のむやみな変更・改造は絶対に行わないでください。

●マグネット（電磁接触器）、リミットスイッチ、押ボタンスイッチの使用限
度に達したもの、接点の荒れたものは必ず交換してください。

●マグネット（電磁接触器）、リミットスイッチ、押ボタンスイッチは回数消
耗品です。寿命に近づいたものは早めに交換してください。

●ご使用されないときは必ず開閉器を切っておいてください。また開閉器はお客
様の方でご準備ください。

７－７ 電路図と電磁接触器

記号 部品名 備考
IM1
MB1
IM2
MB2
MC1
MC2
MC3
MC11
MC12
THR
RF
ZNR
LS1
LS2
PBS
PBS
PBS

電動機
電磁ブレーキ
電動機
電磁ブレーキ
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器

整流器
サージ吸収素子
1段目リミットスイッチ
2段目リミットスイッチ
押ボタンスイッチ
押ボタンスイッチ
押ボタンスイッチ

巻上
巻上
横行
横行
巻上（上）
巻上（下）
巻上ブレーキ
横行（東）
横行（西）
巻上加熱防止
巻上・横行
巻上・横行
過巻防止装置
過巻防止装置
2点
4点
6点

備考部品名記号
IM1-1
IM1-2
MB1-1
MB1-2
IM2-1
IM2-2
MB2-1
MB2-2
MC1
MC2
MC3
MC4
MC5
MC6
MC11
MC12
R
RF
ZNR
LS1
LS2
PBS
PBS

電動機
電動機
電磁ブレーキ
電磁ブレーキ
電動機
電動機
電磁ブレーキ
電磁ブレーキ
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
電磁接触器
リレー
整流器
サージ吸収素子
1段目リミットスイッチ
2段目リミットスイッチ
押ボタンスイッチ
押ボタンスイッチ

巻上
巻上
巻上ブレーキ
巻上ブレーキ
横行
横行
横行ブレーキ
横行ブレーキ
巻上
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巻上
巻上
巻上
巻上
横行
横行
操作
巻上・横行
巻上・横行
過巻防止装置
過巻防止装置
4点
6点

ツースピードシングルスピード

※注記 接点の摩耗等につきましては、８章の「ホイスト式クレーン点検基準表」をご覧ください。
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●ＮＨ　ＮＨＨ　ＮＨＣ　１．０Ｔ／Ｋ　２．０Ｔ（2.0Ｋ 2.8Ｔ）

●ＮＨＥ　１．０Ｔ／Ｋ　２．０Ｔ（２．０Ｋ　２．８Ｔ）
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●ＮＨ　ＮＨＨ　ＮＨＣ　１．０Ｔ／Ｋ　２．０Ｔ（2.0Ｋ 2.8Ｔ）

●ＮＨＥ　１．０Ｔ／Ｋ　２．０Ｔ（２．０Ｋ　２．８Ｔ）
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22

MC2 MC1 MC MC
12 11
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2 11 12

51 52

2

横
行
　
西

横
行
　
東

巻
上
　
下

巻
上
　
上

LS1

MC3

S

●ＮＨ　ＮＨＨ　ＮＨＣ　５００　2.0Ｋ 2.8Ｔ（3.3／4.0kW-4Ｐタイプ）

●ＮＨＥ　５００　２．０Ｋ　２．８Ｔ（3.3／4.0kW-4Ｐタイプ）
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●ＮＨＥＥ　１．０Ｔ／Ｋ　２．０Ｔ　２．８Ｈ－Ｇ　Ｄ２．８－Ｇ　Ｄ２．８Ｈ－Ｇ（2.0Ｋ 2.8Ｔ）

●ＮＨＥＥ　５００　２．０Ｋ　２．８Ｔ（3.3／4.0kW-4Ｐ）
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●ＮＨＥＥ　１．０Ｔ／Ｋ　２．０Ｔ　２．８Ｈ－Ｇ　Ｄ２．８－Ｇ　Ｄ２．８Ｈ－Ｇ（2.0Ｋ 2.8Ｔ）

●ＮＨＥＥ　５００　２．０Ｋ　２．８Ｔ（3.3／4.0kW-4Ｐ）
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●ＮＨＥＥ　２．８Ｋ

●ＮＨＥＥ　２．０／２．８Ｐ　５Ｐ－Ｇ
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●ＮＨＥＥ　５Ｐ

●ＮＨＥ　Ｄ２０Ｄ　Ｄ３０Ｄ
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●ＮＨＥＥ　５Ｐ

●ＮＨＥ　Ｄ２０Ｄ　Ｄ３０Ｄ
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7－8 走行配線例

ホイストの全動作は電磁接触器を介して行います。

上下横行としては電磁接触器をホイストに標準装備

していますが、走行用として別途正逆2ヶの電磁接

触器が必要です。

右に走行電動機の接続図を示します。この例はス

ピードチェンジ等を行わない一般的な配線方法です。

記　号　 部　品　名　 備　考
IM 3－1 電動機　 走行
IM 3－2 電動機　 走行
MB3－1  電磁ブレーキ 走行
MB3－2 電磁ブレーキ 走行
RF 整流器　 電動機
MC21 電磁接触器　 走行（南）
MC22 電磁接触器　 走行（北）
PBS 6点押ボタンスイッチ

なお、走行用電磁接触器を選定・取付けされる場

合には、走行電動機および電磁接触器の取扱説明書

に従ってください。あるいは当社にご相談ください。
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注　意

８．ホイストの保守と定期自主検査

長期にわたり機械を調子よく使うには保守と使用方法にかかってきます。保守点検の方法についてはＰ．105

からの点検基準表を参考に実施してください。クレーン災害を未然に防止するためにも定期自主検査は確実に

実施してください。この定期自主検査を安全有効に実施するためには、点検台、そこへの昇降設備、墜落防止

等一連の設備を設置しておくと便利であり、急に調子が悪くなった場合でも直ちに点検ができます。

８－１ 定期自主検査

（1）年次自主検査

事業者は、クレーンを設置した後、１年以内ごとに１回、定期に、当該クレーンについて自主検査を行

わなければなりません。自主検査においては、構造部分、機械部分、電気部分、ワイヤロープ、つり具お

よび基礎の異常の有無等についての検査を行うほか荷重試験を行わなければなりません。

（2）月次自主検査

事業者は、クレーンについて、１月以内ごとに１回、定期に、自主検査を行わなければなりません。実際

には安全上の重要性、保守上の難易、使用頻度の大小、消耗品か否か等によって、各部分の点検時期を定

めるのが望ましい。

８－３ 作業開始前の点検

８－４ 暴風後等の点検

８－２ 定期自主検査の注意

（1）検査は必ずホイストの電源を切ってから行ってください。

（2）検査中の表示をしてから行ってください。

（3）分解は必ずホイストを地上におろして行ってください。

（4）交換する部品は、弊社の指定部品以外は絶対に使用しないでください。

毎日の作業を開始する前に、分解をしないで確認できる範囲で正常に動作をするかどうかを点検するも

のであり、作業者自身が行います。ただし、数人の作業者が取り扱うホイストにおいては、そのホイスト

の責任者が行います。空荷のまま押ボタンスイッチを操作して次頁の日常点検表を参考にしてご確認く

ださい。

事業者は、屋外設置のクレーンを用いて瞬間風速が毎秒30ｍをこえる風が吹いた後、または震度４以上

の地震のあとに作業を行うときは、あらかじめ、クレーンの各部分の異常の有無について点検を行わな

ければなりません。
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８－７ 各部の使用限度

８－８ アフターサービスについて

８－６ 補修

８－５ 自主検査等の記録

事業者は、年次・月次自主検査および暴風後等の点検の結果を記録し、これを３年間保存しなければな

りません。

事業者は、上記の定期自主検査等を行った場合において、異常を認めたときは、直ちに補修しなければ

なりません。

各部の使用限度（摩耗限度）は、次頁からの点検基準表および構造説明書の各部品説明欄に記載してあ

ります。それぞれの部品の使用限度（摩耗限度）をこえて使用することは非常に危険が伴います。ぜひ、

新しい部品に取り替えてください。

（1）部品を購入されるときは、部品番号と部品名称を指定してください。

（2）製品について連絡されるときは、形式（TYPE）と製造番号（MFG、No）を教えてください。

（3）使用中に異常が生じたときには直ちに使用を中止して、当社指定の代理店・アフターショップへ修理

依頼してください。異常のまま使用しないでください。

日常点検表

日　常　点　検　事　項

運転者の歩行範囲にある特別な障害物に気をつける。

横行レールを床上から見渡し異常はないか。

押ボタンスイッチの表示通り円滑に動くか。

ブレーキの効き具合はよいか。

リミットスイッチは確実に作動するか。

平素と異なる音、においまたは振動はないか。

フックブロックのシーブは円滑に回転するか。

フックは容易に回り、かつフックナットの止めに異常はない

か、またワイヤロープがシーブから外れることはないか。

ワイヤロープはドラムに正しく巻きつけられているか。

玉掛用具に異常はないか。

説　　　　明

走行の安全の確認

ストッパにも気をつける。

逆動作の場合にはリミットが効かない。

押ボタンスイッチから指を離した後
のフックブロックの移動距離が20～50
mm以内なら正常、もし停止時間が１
秒以上もかかったり、動きに円滑さを
欠くようなら故障である。

つり荷の落下防止

寿命を縮めたり断線の原因になる。
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ホイスト式クレーン点検基準表

走行レール

クレーンガーダ

ガーダ

サドル

走行レール

整 　 備 　 点 　 検 　 基 　 準点 　 検 　 項 　 目

レール踏面の塵埃の状態　　　 塵埃が集積していないこと

レール踏面の油付着の状態　　　 不要な油が付着してないこと

レール取付ボルトの緩み 緩みがあってはならない

スパンの測定　　　　　　　　 許容限度±5mm（サスペンション形）
許容限度±10mm（トップランニング形）25ｍ未満
許容限度±15mm（トップランニング形）25ｍ～40未満

レールの勾配の測定 1／300 以下（サスペンション形）
1／500 以下（トップランニング形）

走行レール相互間の高低差　　　 1／500×（スパン）以下

レールジョイントのくい違い 路面、側面とも0.5mm以下

レールジョイント部の間げき 踏面において３mm以下

レールの亀裂及び変形　　　　　 レールに亀裂及び変形のないこと

レールの摩耗　　　　　　　 踏面において原寸の10％ 以下Ⅰ形鋼レール
側面の摩耗：原寸の5％以下

サドルと主ガーダのずれ サドルは主ガーダに正しく直角に取り付けら
れていること

構造部材の外観　　　　　　　 異常変形破損がないこと

接合箇所の状態　　　　　　　 緩み、亀裂がないこと

走行車輪踏み面の摩耗　　　 踏み面の摩耗限度　直径の５％以下

走行車輪の真円度 踏面直径で0.8mm以下

フランジ厚さの摩耗　　　　　 原寸厚さの50％以下

走行レールと両フランジ間の隙間 車輪踏み面幅の50％以下
（サスペンション形の時）

左右車輪の直径差　　　　　　 駆動輪　直径の１％以下
従動輪　直径の１％以下

車輪の摩耗　　　　　　　　　 車軸径の２％以下

軸と軸受けメタルの間の隙間　 原軸径の４％以下

ころがり軸受けの損耗　　　　 破損又は有害な傷がないこと

構造部材の外観　　　　　　　 外傷、異常変形がないこと

結合箇所の状態　　　　　　　 緩みがないこと

溶接箇所の状態　　　　　　　 亀裂がないこと

腐蝕の状態　　　　　　　　　 腐蝕は原板厚の10％を限度とする
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構造部材の外観　　　　　　　 外傷、異常変形がないこと

結合箇所の状態　　　　　　　 緩みがないこと

溶接箇所の状態　　　　　　　 亀裂がないこと

腐蝕の状態　　　　　　　　　 腐蝕は原板厚の10％を限度とする

－108－

クレーンガーダ

ガーダ

走行機械部分

歯車

軸、軸受けと

オイルシール

ブレーキ

整 　 備 　 点 　 検 　 基 　 準点 　 検 　 項 　 目

塗装の状態　　　　　　　　　 剥離がないこと

横行レールの摩耗　　　　 踏み面側面とも原寸の10％以下

横行レールゲージ 許容限度±５mm

横行レール取付状態　　　　　 亀裂、緩みがないこと

減速機の軸平行度　　　　　　 ドライビングシャフトと減速機軸が平行であること

減速機の取付状態　　　　　　 取付ボルト等に緩みのないこと

減速機の外観　　　　　　　　 ケーシングに外傷、破損のないこと

歯車の噛み合う歯面の状態　　 異常摩耗がないこと

歯車の歯厚の摩耗　　　　　　　 第一段歯車 原寸厚さ10％以下
其の他の歯車 原寸厚さ40％以下

キー及びキー溝の状態　　　　 変形緩みがないこと

軸の摩耗　　　　　　　　　　 駆 動　軸 原軸径の3％以下
其の他の軸　原軸径の5％以下

軸と軸受けメタル間の隙間　　　 原軸径の 歯車軸　　 2％以下
其の他の軸　４％以下

ころがり軸受けの損耗　　　　 破損又は有害な傷がないこと

オイルシールの損耗　　　　 リップ又はその当たる軸の表面に有害な傷
がないこと

歯車其の他の安全カバーの取付 安全カバーに破損、脱落がないこと。
状態　　　　　　　　　　　　　 取付が緩んでいないこと。

ドライビングシャフトの軸受の取付状態 軸受けの取付が緩んでいないこと

巻上歯車の歯厚の摩耗　　　　 第一段歯車 歯厚寸法の5％以下
其の他の歯車 歯厚寸法の20％以下

横行歯車の歯厚の摩耗　　　 ピッチ円で原寸厚さの40％以下

かみ合い歯面の状態　　　　　 異常摩耗がないこと

歯車軸の摩耗　　　　　　　　 原軸径の1％以下

其の他の軸の摩耗　　　　　　 原軸径の２％以下

軸と軸受けメタル間の隙間　　　 原軸径の 歯車軸　　　　　　　 2％以下
モータピニオン＆ドラムシャフト 1％以下
其の他の軸　　　　　 4％以下

ころがり軸受けの摩耗　　　　 破損又は有害な傷がないこと

オイルシールの損耗　　　　　 リップまたはその当たる軸の表面に有害な
傷がないこと

ライニングの摩耗　　　　　　　　 Ｐ．39～Ｐ．45  ｂ．ブレーキライニングの使用
限度の項を参照して下さい。

電気ホイスト



－109－

整 　 備 　 点 　 検 　 基 　 準点 　 検 　 項 　 目

電気ホイスト

ブレーキ

横行車輪

フック

ワイヤロープ

ロードチェーン

軸継ぎ手

スイッチ類

コレクタホイール

ケーブル
電気部分

ブレーキタイプホイールの損耗変形　 亀裂及び異常変形がないこと

ブレーキ機構部分の摩耗　　　　 ブレーキの作動に支障がないこと

ブレーキ機構部分のボルト、ナット及び 緩みまたは脱落が無いこと
脱落の有無

ブレーキ機構部分の電磁石の作動　 異常音または異臭がなく作動が円滑である
状態　　　　　　　　　　　　 こと

踏面の摩耗　　　　　　　　　 原踏み面最大直径の5％以下

踏面の真円度　　　　　　　　 踏み面直径で0.8mm以下

左右車輪の直径差　　　　　 動輪直径の0.2％以下
従輪直径の0.5％以下

フランジ厚さの摩耗　　　　　　　　原寸厚さの50％以下ただし、モノレール形は
フランジとレール幅の最大隙間を車輪踏み面の
50％以下とする

つり金具のかかる所の摩耗　　　 原寸の5％以下

フックの口の開き 原寸の5％以下

フックの外傷　　　　　　　　　　 フックの表面に亀裂等がないこと

フックのネジ部の異常　　　　　　 亀裂及び摩耗がないこと

溝底の摩耗　　　　　　　　　 鋳鉄製ワイヤロープ径の25％まで

変形、腐蝕等　　　　　　　　 著しい形くずれ、腐蝕がないこと

ロープエンドの異常　　　　　　　 とくに断線、腐蝕に注意のこと

ワイヤロープの長さ 規定寸法があること

腐蝕等　　　　　　　　　　　 著しい腐蝕がないこと

チェーンエンドの状態　　　　　　　 エンド金具に異常がないこと

キー、キー溝及びスプライン部の状態 変形、緩み、異常摩耗がないこと

損傷の有無　　　　　　　　　 有害な損傷がないこと

接点の摩耗　　　　　　　　　 原寸厚さの50％以下

機構部分の摩耗　　　　　　　　 作動に支障がないこと

ホイール接触面の摩耗　　　　　　 ホイール直径で原直径の20％以下

ホイール穴径と軸の隙間　　　　 原軸径の20％以下

キャブタイヤケーブル 外傷、劣化、断線、其の他の異常がない
こと

リード線

ケーブルつり金具　　　　　　　 円滑に動くこと

シーブ



－109－

整 　 備 　 点 　 検 　 基 　 準点 　 検 　 項 　 目

電気ホイスト

ブレーキ

横行車輪

フック

ワイヤロープ

ロードチェーン

軸継ぎ手

スイッチ類

コレクタホイール

ケーブル
電気部分

ブレーキタイプホイールの損耗変形　 亀裂及び異常変形がないこと

ブレーキ機構部分の摩耗　　　　 ブレーキの作動に支障がないこと

ブレーキ機構部分のボルト、ナット及び 緩みまたは脱落が無いこと
脱落の有無

ブレーキ機構部分の電磁石の作動　 異常音または異臭がなく作動が円滑である
状態　　　　　　　　　　　　 こと

踏面の摩耗　　　　　　　　　 原踏み面最大直径の5％以下

踏面の真円度　　　　　　　　 踏み面直径で0.8mm以下

左右車輪の直径差　　　　　 動輪直径の0.2％以下
従輪直径の0.5％以下

フランジ厚さの摩耗　　　　　　　　原寸厚さの50％以下ただし、モノレール形は
フランジとレール幅の最大隙間を車輪踏み面の
50％以下とする

つり金具のかかる所の摩耗　　　 原寸の5％以下

フックの口の開き 原寸の5％以下

フックの外傷　　　　　　　　　　 フックの表面に亀裂等がないこと

フックのネジ部の異常　　　　　　 亀裂及び摩耗がないこと

溝底の摩耗　　　　　　　　　 鋳鉄製ワイヤロープ径の25％まで

変形、腐蝕等　　　　　　　　 著しい形くずれ、腐蝕がないこと

ロープエンドの異常　　　　　　　 とくに断線、腐蝕に注意のこと

ワイヤロープの長さ 規定寸法があること

腐蝕等　　　　　　　　　　　 著しい腐蝕がないこと

チェーンエンドの状態　　　　　　　 エンド金具に異常がないこと

キー、キー溝及びスプライン部の状態 変形、緩み、異常摩耗がないこと

損傷の有無　　　　　　　　　 有害な損傷がないこと

接点の摩耗　　　　　　　　　 原寸厚さの50％以下

機構部分の摩耗　　　　　　　　 作動に支障がないこと

ホイール接触面の摩耗　　　　　　 ホイール直径で原直径の20％以下

ホイール穴径と軸の隙間　　　　 原軸径の20％以下

キャブタイヤケーブル 外傷、劣化、断線、其の他の異常がない
こと

リード線

ケーブルつり金具　　　　　　　 円滑に動くこと

シーブ

－110－

整 　 備 　 点 　 検 　 基 　 準点 　 検 　 項 　 目

電気部分

電源電路

絶縁

接地

組立
組立

点検台

建築側点検台

移動点検台

無負荷運転

定荷重試験

メカニカルブレーキ

試運転

トロリー線設置側の電線の確認　 マグネットスイッチの操作コイルの一端が設置側の
電源につながっていることの確認　　

電源スイッチの状態　　　　　　 損傷がないこと

電源スイッチの内部の状態　　　 結線に緩み、損傷がないこと適したヒューズ
が付いていること

全回路の絶縁抵抗値　　　　　 200Ｖ級　　0.2ＭΩ以上
400Ｖ級　　0.4ＭΩ以上

走行レールの接地　　　　　　　 接地状態が良好であること

潤滑油（給油） 指定の油を適量にすること

組立　　　　　　　　　　　　 指定通りの方法ですること

点検台のはしごの状態　　　　 ぐらつき、破損がないこと

点検台の取付状態　　　　　　 ぐらつき、破損がないこと

点検台の床面の状態　　　　　 すべり、つまずきがないこと

可搬、昇降装置の状態　　　 異常がないこと

すべり止め（ブレーキ）の状態　 確実にロックできること

手摺其の他の保護装置の状態　 破損等がなくて、十分安全であること

試運転前の点検　　　　　　　 障害物がないこと

無負荷運転　　　　　　　　　 押しボタンの表示通り動くこと、異常音が
ないこと

リミットスイッチ 上限で確実に止まること

定格荷重をクレーンスパンの中央部 たわみ量：スパンの1／800以下完全に復元
でつってクレーンガーダ のたわみ及 すること
び復元を測定　　

巻上・巻下を行う 異常音、振動がないこと

電磁ブレーキ 巻下中、押しボタンを放してからフックの滑
りが1分間の巻上距離の1％以下

ホイストの横行　　　　　　　　 異常音、振動がないこと

クレーンの走行　　　　　　　　 ランウェイ、クレーンに異常音がないこと。クレーンが
斜行又は蛇行しないこと

宙づり機能　　　　　　　　　 定格荷重をつり、電磁ブレーキを緩めた状態
で荷重を保持すること




